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ダムの施工技術　特集

◇表紙写真説明◇

徳山ダムは（独）水資源機構が岐阜県揖斐郡揖斐川町の木曽川水系
揖斐川最上流部に建設中の多目的ダム。堤高 161 m，堤頂長

427.1 m，堤体積 1,370 万 m3 の土質遮水壁型ロックフィルダムで，
総貯水容量約 6億 6,000 万 m3 は我が国最大。平成 16 年度の年間総
盛立量約 620 万 m3 は，奈良俣ダムの記録（約 470 万 m3）を抜いて
国内最高記録を樹立。フィルタ材は徳山ダム下流の横山ダム（国土
交通省）の堆砂砂礫を主な原材料として用いる画期的な連携事業を
実施。平成 17 年 11 月に盛立を完了し，平成 18 年 9 月より試験湛
水を開始。平成 19 年 4 月末現在，総貯水量に対して約 30 ％を貯留。

湛水直前の徳山ダム（2006/9）

写真提供　熊谷・大成・青木特定建設工事共同企業体
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